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研究成果の概要 

これまで in vitroの実験結果から、天然変性領域を持たない小胞体局在シャペロン PDIA6が相分離

することを示しており、現在 Nature 姉妹紙で論文投稿中・リバイス中である。本年度は細胞内構造解

析を目指す条件検討を、U2OS 細胞を用いて行った。U2OS 細胞を用いて、安定発現株の作成し、細胞内

FRAP や、カルシウム枯渇条件で相分離の生理学的特徴を得た。さらに、現在、クライオ電顕トモグラ

フィー(cryoET)の条件検索を行っており、世界に先駆けて、小胞体内の新たな区画の可視化に挑戦して

いる。さらに、2024年度は P5の KO細胞を用い、インスリン分泌量を検証した結果、P5 KOでインスリ

ン分泌が抑制される一方で、ノックインした際インスリン分泌が回復することから P5 相分離の生理学

的意義を探求した。 

現在、この相分離が酸化ストレスによって、ストレス顆粒を形成することにも繋がっており、その機

序を追求している。2025年度中の論文化を目指す。 

また、小胞体内相分離を形成するシャペロンは酸化還元触媒活性を保有するため、化合物による本相

分離の制御が可能になると考えられる。実際に、汎用的に使用される酸化還元試薬グルタチオンよりも

酸化還元能力が高い幾種かの新規チオール化合物を開発し、選択的に PDI family 酵素の機能制御と活

性促進に成功し、Chem Commの論文に発表し、カバーに選出された。現在は、さらに一歩進み、独自に

発見した相分離を化学的に制御出来つつあることを見出している。本成果は、同じ福島パネルである東

京農工大村岡教授が開発し、複数の共同成果を報告した。 
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